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巻頭言
環境管理センター20周年に寄せて
岡山大学長
　小　坂　二度見
　岡山大学に環境管理センターの前身である特殊廃水処理施設が設置されて以来，今年で20年が経過した
とのこと，その間排水処理を中心とした岡山大学の環境管理に努めてこられたことに学長としてお礼を申
し上げます。
　昭和30年代に顕在化してきた環境汚染の増加に対処するため，40年代半ばに環境関係の法令が整備され
ましたが，49年の水質汚濁防止法の改正で大学からの排水も規制の対象となりました。このため，岡山大
学は昭和50年春特殊廃水処理施設を設置して無機廃液の処理を開始し，その後有機廃液の燃焼処理施設を
設置して，両施設を合わせて環境管理施設としました。さらに昭和55年の水質汚濁防止法および瀬戸内海
環境保全特別措置法の改正でCODの総量規制の適用を受けるようになったので，津島地区の排水基幹整
備を行いました。岡山大学の津島および鹿田のメインキャンパスのうち，津島地区には公共下水道がない
ので，合併処理設備および水質測定室を設けて排水の総合的管理を行うようにし，これに伴い，名称を環
境管理センターと改めて，有機，無機，洗浄排水，生活排水の4つの部門からなる学内共同利用施設とし
て今日に至っています。
　この20年間に環境問題も地域的な環境汚染から，オゾン層破壊，地球温暖化，酸性雨など地球規模の問
題に広がってきました。しかし，地域環境の保全が大切であることには変わりがなく，大学の排水を適切
に処理することの重要性は一層増しています。とくに社会の啓蒙的立場にある大学としては，たとえ小量
でも汚濁物質を排出することは許されないことです。さらに平成6年の水質汚濁防止法排水基準の改正で
規制項目が大幅に増加しましたが，その中にはジクロロメタンなど大学の教育研究活動で頻繁に使われる
物質が含まれており，その管理に十分な注意が必要です。
　岡山大学は平成6年10月に教養部の廃止と環境理工学部の新設を実行して教育改革を進行させており，
それに伴って研究活動の一層の発展を期しています。理科系学部の教育研究には多くの排水廃液がつきも
のであり，大学の発展とともにその質および量が増加するものと予想されます。一般社会でも廃棄物の量
が増加しており，ゴミ問題に対処するためには減量化や分別収集など一般住民の協力が求められています。
これは大学でも同様で排廃水の適切な管理は大学の構成員の協力なくては成しえません。環境管理センター
の関係者には今後とも適切な排水管理をお願いするとともに，個々の利用者にも排出者としての責任を果
して環境管理に協力して戴くようお願いします。
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